「たじみ子どもの権利の日（１１月２０日前後）」の学活　－　小中のつながり

多治見市子どもの権利に関する条例推進部会

基本姿勢として

· 下の表のような段階を考えて，授業を設計する。

· １１月２０日（前後）の学習としては，小学校から中学校まで「学活」を１時間設定する。

· 中学校では，「権利・条例」そのものを学習対象として位置付ける。

· 中学校では，対象とする権利を条例の前文の一項目に関わらせて学習を進める。

· 小学校では，具体的な生活場面や事例を題材にして，学習を進める。

· 小学校では，対象とする権利を，「た・じ・み」に関わらせて学習する。導入と終末に位置づける。

小・中の学習内容

	　自分も他人もお互いの権利を大切にして暮らすための、知識・技能・態度を学習する。

　人との関わり方を学ぶ。
	　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

	中学校３年生
	・十一月二十日（前後）に位置づけ、学活授業として実施する（中学校３年生は社会科）。

・中学校は毎年実施。小学校は低・中・高で実施なので，２年間で１時間の授業。あるいは，題材

を代えて毎年実施する。今年度（１９年度）は，例示の指導案で実施してほしい。

	
	
	「平和と環境を大切にし，世界とつながっていくまち」

世界の子どもの問題について考える。

社会科（公民的分野）の発展教材として扱う。
	· 

	
	
	中学校２年生
	· 

	
	
	「お互いを尊重し，ともに支えあうまち」
学級や学校において，相手を大切にすることについて考える。


	· 

	
	
	中学校１年生
	· 

	
	
	「子どもが安心して自分らしく生きることができるまち」
子どもの権利の意義について考え，概要を知る。

学級や学校で安心して自分らしくすごせているか考える。
	· 

	
	
	小学校高学年
	

	
	
	「みんなとなかよくする権利」
尊重・共に支え合う・励まし合う・協力するなど。

	

	
	
	小学校中学年
	

	
	
	「じぶんをたいせつにする権利」

いじめやトラブルから安心して暮らす。

助けを求めることができる。
	

	
	
	小学校低学年
	

	
	
	「たのしくくらす権利」
一人ひとりの違い・個性の尊重・違いを認める。


	


　　　　コミュニケーション能力　・　ソーシャルスキル








